
 この書類は，申立ての内容に関する事項を記載していただくものです。あてはまる事項にチェック

 をつけ(複数可)，空欄には具体的に記入して，申立ての際に提出してください。

 なお，この書類は，相手方には送付しませんが，相手方から申請があれば，閲覧やコピーが許可

 されることがあります。

□　その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　会っている。

□　会ってはいないが，電話等で連絡をとっている。

□　連絡をとっていない。

（最後に連絡をとった時期：平成・令和　　年　　月ころ）

（連絡をとっていない理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　話をしている。

話をした人　　□　申立人　　□　相手方　　□　申立人及び相手方一緒に

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

未成年者の反応（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　話をしていない。

□　特にない。

□　ある。

□　健康面（体調を崩しやすい等）

□　情緒面，精神面（情緒不安定等）

□　登園，登校面（登校を渋っている等）

□　交友関係（友人とのトラブル等）

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

令和　　年　　月　　日 申立人 印

続柄７　それぞれの同居し
ている家族について記
入してください（申立
人・相手方本人を含
む。）。

年齢 続柄氏　名 職業等

事情説明書（面会交流）

１　今回あなたがこの
申立てをした「きっか
け」「いきさつ」を書
いてください。

２　調停ではどんなこ
とで対立すると思われ
ますか。
（該当するものにチェッ
クしてください。複数
可。)

□　面会交流の回数   

□　面会交流の内容

□　面会交流を実施するかどうか　

６　未成年者と同居し
ていない父母と未成年
者の交流の状況につい
て，記入してくださ
い。

相　手　方

氏　名

申立人（あなた）

３　申立人と相手方の
現在の連絡状況につい
て記入してください。

４　未成年者に，面会
交流について話をして
いますか。

５　現在未成年者の状
況で心配なことはあり
ますか。
（該当するものにチェッ
クしてください。複数
可。)

職業等年齢



 

令和  年 （家イ）  第      号 

 

連 絡 先 等 の 届 出 書  

１ 送付場所 

  標記の事件について，書類は次の場所に送付してください。 

□ 申立書記載の住所のとおり 

□ 申立書記載以外の下記の場所 

〒 

     場所：                             

     場所と本人との関係：□住所 □就業場所（勤務先） 

                             □その他                                

２ 平日昼間の連絡先 

  携帯電話番号：                             

    固定電話番号（□自宅／□勤務先）：                             

□ どちらに連絡があってもよい。 

□ できる限り，□携帯電話／□固定電話への連絡を希望する。 

裁判所から固定電話に連絡するとき，電話に出られた方に「裁判所

」と名乗ってよいですか。 

    □よい   □よくない 

 

＊ １，２について非開示を希望する場合には，非開示の希望に関する申出書

を作成して，その申出書の下に本書面をステープラー（ホチキスなど）など

で付けて一体として提出してください。 

＊ 連絡先等について非開示を希望する場合には，原則として，開示により当

事者や第三者の私生活・業務の平穏を害するおそれがあると解し，開示する

ことはしない取り扱いになっておりますので，その他の理由がなければ，非

開示の希望に関する申出書の第２項（非開示希望の理由）に記載する必要は

ありません。 

 

    令和  年  月  日 

 □申立人／□相手方 氏名：                印 



□　ある。（そのときの相手方の様子にチェックしてください。）

□ 感情的で話し合えなかった。 □ 冷静であったが，話合いはまとまらなかった。

□ 態度がはっきりしなかった。 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　ない。（その理由をチェックしてください。）

□ 全く話合いに応じないから。 □ 話し合っても無駄だと思ったから。

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　出席すると思う。 （理由等があれば，記載してください。）

□　出席しないと思う。

□　分からない。

□　進められると思う。 （理由等があれば，記載してください。）

□　進められないと思う。 □　感情的になっている。　□　意見が違いすぎる。

□　分からない。 □　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　伝えた。

□　伝えていない。

□　すぐ知らせる。 □ 自分からは知らせるつもりはない。□　自分からは知らせにくい。

１　相手方の暴力等はどのような内容ですか。

　　□大声で怒鳴る・暴言をはく。　□物を投げる。　□殴る・蹴る。　□凶器を持ち出す。　

頃 頃

２　相手方の暴力等が原因で治療を受けたことはありますか。

　　□ない　　□ある（ケガや症状等の程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３ 　配偶者暴力に関する保護命令について，該当するものをチェックしてください。

　　□申し立てる予定はない。　□申し立てる予定である。　

　　□申し立てたが，まだ結論は出ていない。　　　□申し立てたが，認められなかった。

　　□認められた。　　※保護命令書の写しを提出してください。

４　相手方の調停時の対応について

　　□裁判所で暴力をふるうおそれはない。

　　□申立人と同席しなければ暴力をふるうおそれはない。

　　□裁判所職員や第三者のいる場所でも暴力をふるうおそれがある。

　　□裁判所への行き帰りの際に暴力をふるうおそれがある。

　　□裁判所に刃物等の危険物を持ってくるおそれがある。

　　□裁判所へ薬物，アルコール類を飲んでくるおそれがある。

申立人の差し支え日（１か月後程度先で差し支える日があれば記入してください。）

　月　　日　　　　　月　　日　　　　月　　日

相手方の差し支え日（１か月後程度先で差し支える日が分かれば記入してください。）

　月　　日　　　　　月　　日　　　　月　　日

（※分からなければ記載しなくてもかまいません。）

令和　　年　　月　　日

印

８　秘匿情報について
（非開示の希望に関する申
出書と一体として提出する
「連絡先等の届出書」に記
載のものを除く）

　非開示の希望に関する申出書と一体として提出する書面に記載した情報以外にも，相手方に
知られたくない情報（例：住所・居所，勤務先，電話番号，子供の幼稚園とか学校など）が

　　　□　ある（この場合は，改めて別途書面をご提出いただきます。）

　　　□　ない

□申立人　□代理人

まで

　(2) その間の頻度はどのくらいですか。

□　毎日　　　□　週に　　回位　　　□　月に　　回位

６　調停期日の差し
支え日等があれば書
いてください。
※　調停は平日の午前ま
たは午後に行われます。

７　調停を進めるに当
たり裁判所に配慮を求
めることがあれば記入
してください。

３　調停での話合い
は円滑に進められる
と思いますか。

４　この申立てをす
ることを相手方に伝
えていますか。

５　相手方の暴力等
がある場合に，記入
してください。

　(1) それはいつ頃のことですか。

から

進行に関する照会回答書（申立人用）

この書面は，調停を進めるための参考にするものです。あてはまる事項にチェックをつけ(複数可)，空欄

には具体的な事情等を記入して，申立ての際に提出してください。

１　この申立てをす
る前に相手方と話し
合ったことがありま
すか。

２　相手方は調停に
出席すると思います
か。


